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H09(1997)

H10 (1998)

H11 (1999)

H12 (2000)

H13 (2001) ＊
H14 (2002)

H15 (2003) ＊
H16 (2004)

H17 (2005) 　
H18 (2006)

H19 (2007)

H20 (2008)

H21 (2009)

H22 (2010)  
H23 (2011) ＊ 東北支援 4万円

H24 (2012) 東北支援 1万円

H25 (2013)

H26 (2014)

H27 (2015)

H28 (2016)

H29 (2017)
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2004年のNPO移行ま
では「委員長」、移行
後は「区会長」、

固定メンバーによる継続的なグ
ループ活動だけを示し、個人また
は散発的な活動は記載を省略

＊活動先の要請に応じて随時メンバー

編成

主なイベントのみを示し、広報活動などは省略

20年間に延べ 603人が入会し、現在２６２人。
平均すると毎年３０人が入会し、１７人が退会しているこ
とになる。

区会活動の２つの方向性：
　 ①  地域貢献（外向きの活動）
   ②  会員のつながり（内向きの活動）

212

細野恵久（福３）

会員数増加のメリット：
　多様なスキルが保有でき、対応の幅が広がる
　所要人数に柔軟に応じられる
　本部の活動助成金が会員数に比例して交付される

活動の足どり
代表者

梅谷正芳（国２） 須 磨 海 岸 清 掃

地　域　貢　献

西村秀美（生２）
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KSC
地域交流
グループ

29

須磨区会のあゆみ　〈１〉

会員分布は海岸部の旧市街から山側の北須磨地区へ徐々に移っている

2002年５月　165人

２００２年

２００７年

2017年５月　262人

会員分布の変化はブロック内にも現れている。さらに１９の小学校区に細分し、
５年ごとに会員の増減を見ると顕著な傾向が現れている 【下図】

合　計

165

188

小学校区

会員数と分布

山口雅信（生６）

佐々信義（福７）

会員分布の変化は、予兆が在校生の地域交流グループに現れている

ブロック割りは、①カバーする面積・②会員の増減傾向・③在校生の地域交流
グループ活動との整合性などの条件を勘案して見直す必要がある。

ウォークラリー大会#３

義援金拠出

神戸大学保健学科 老人モデル役
サニーライフ白川 浴後ケア

ウォークラリー大会#４
ウォークラリー大会#５

会員のつながり

地域活動フォーラム
丹波探訪バスツアー

オカリナコンサート
ウォークラリー大会#1

名谷すみれ苑 外出付添い

ウォークラリー大会#２須磨パティオお買いものサポータ

青陽須磨支援学校トライやるウィークサポート

0 50 100 150 200 250 300

H29 (2017)

H28 (2016)

H27 (2015)

H26 (2014)

H25 (2013)

H24 (2012)

H23 (2011)

H22 (2010)

H21 (2009)

H20 (2008)

H19 (2007)

H18 (2006)

H17 (2005)

H16 (2004)

H15 (2003)

H14 (2002)

H13 (2001)

H12 (2000)

H11 (1999)

H10 (1998)

H09 (1997)
過年度入会者
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年会費制導入
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